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九
月
七
日
（
土
）
午
後
五
時
三
十
分
か
ら
高
陽
町
商
工
会
館
二
階

ホ
ー
ル
に
て
、
テ
レ
ビ
朝
日
系
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
を
務
め
て
お
ら
れ
る
、
法
政
大
学
法
学
部
教
授
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
萩
谷
順
先
生
を
東
京
よ
り
お
招
き
し
「
今
後
の
日
本
の
政
治
経

済
に
つ
い
て
」
～
地
方
経
済
の
動
向
～
の
演
題
に
て
一
時
間
半
に
わ

た
り
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
「
夏
季
講
演
会
＆
会
員
交
流
会
」
は
今
年
度
初
め
て
の
企

画
で
あ
り
、
広
島
北
法
人
会
高
陽
支
部
と
の
共
同
主
催
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
開
催
趣
旨
は
、今
年
度
か
ら
の
五
ヵ
年
計
画
に
よ
る「
高

陽
町
商
工
会
の
長
期
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
企
画
し
た
も
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
最
新
の
政
治
経
済
情
報
を
ご
提
供
す
る
機
会
と
し
て
、

又
、
会
員
同
士
の
異
業
種
交
流
に
よ
り
相
互
利
用
が
図
ら
れ
る
事
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。当
日
は
百
二
十
名
も
の
参
加
が
あ
り
、

大
下
会
長
の
講
演
会
開
会
挨
拶
に
続
い
て
萩
谷
順
先
生
の
大
変
分
か

り
易
い
政
治
経
済
動
向
の
講
演
で
し
た
。
講
演
会
は
商
工
会
理
事
で

法
人
会
高
陽
支
部
の
田
邊
副
支
部
長
の
閉
会
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
会
員
交
流
会
が
実
施
さ
れ
、
商
工
会
筆
頭
理
事
総
務
委

員
長
で
法
人
会
高
陽
支
部
大
前
支
部
長
の
挨
拶
で
開
始
と
な
り
、
商

工
会
木
戸
副
会
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
、
和
や
か
で
大
変
賑
や
か

な
会
員
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
商
工
会
高
地
副
会
長
の
中

締
め
で
有
意
義
な
交
流
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

記
事　

事
務
局
長　

堂
脇 

成
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総
務
委
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報
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＆
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＆
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さ
れ
た
配
管
内
を
エ

ア
ー
搬
送
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
搬
送
さ
れ
、

配
送
さ
れ
る
ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
込
ま
れ
ま

す
。ま

た
、
無
洗
米
に

つ
い
て
は
、
十
五
％

の
水
を
使
う
方
法
で

洗
っ
た
水
は
、
回
転

す
る
円
盤
状
の
物
に

吹
き
付
け
、
乾
燥
さ

せ
ヌ
カ
と
し
て
処
理

し
た
り
、
五
％
の
水
を
使
う
方
法
に
つ
い
て
は
、
粉
末
の
タ

ピ
オ
カ
を
使
っ
て
水
分
を
取
り
除
き
、
使
用
後
の
タ
ピ
オ
カ

は
家
畜
の
餌
と
し
て
出
荷
さ
れ
る
た
め
、
水
の
処
理
施
設
は

な
い
と
の
事
で
す
。

昭
和
四
十
四
年
に
深
川
精
米
工
場
を
建
設
し
て
以
来
、
一

日
当
た
り
の
生
産
量
は
変
わ
ら
な
い
が
、
味
と
品
質
・
種
類

に
つ
い
て
は
、
隔
段
に
向
上
し
て
お
り
、
昔
は
五
十
四
名
の

従
業
員
が
深
川
工
場
で
従
事
し
て
い
た
が
、
現
在
は
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
、
二
十
七
名
で
業
務
を
こ
な
し
て
お

り
、
精
米
ラ
イ
ン
は
七
名
の
従
事
者
だ
け
で
行
な
っ
て
い
る

と
の
事
で
す
。

今
後
も
消
費
者
の
方
に
安
心
し
て
食
べ
て
い
た
だ
く
た

め
、
美
味
し
く
て
良
い
お
米
を
ご
提
供
出
来
る
よ
う
管
理
を

徹
底
し
て
い
く
の
で
、
食
協
㈱
の
お
米
を
ぜ
ひ
食
べ
て
く
だ

さ
い
と
の
事
で
し
た
。

松
本
工
場
長
を
始
め
職
員
の
皆
さ
ん
、
お
忙
し
い
所
時
間

を
取
っ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
加
者
も
こ
の
研
修
で
得
た
も
の
を
、
各
自
の
会
社
の
経

営
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

記
事　

事
務
局　

大
原 

弘
典

商
業
部
報
告	

　
　
　
商
業
部
部
長
　
池
本 

年
文

　

第
五
回
産
直
市
を
終
え
て

十
一
月
三
日
（
祝
・
日
）
フ
ジ
グ
ラ
ン
高
陽
前
ふ
れ
あ
い

広
場
に
て
小
雨
の
中
、
朝
八
時
か
ら
テ
ン
ト
、
イ
ス
、
机
が

持
ち
込
ま
れ
、
準
備
が
着
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
年
部
の

餅
つ
き
場
、
テ
ン
ト
の
配
置
と
大
忙
し
。
髙
地
副
会
長
に
よ

る
白
木
か
ら
の
野
菜
や
米
の
搬
入
、
机
の
上
に
並
べ
ら
れ
準

備
Ｏ
Ｋ
。

ス
テ
ー
ジ
に
は
、
く
む
ら
神
楽

保
存
会
の
幕
が
張
ら
れ
、
十
時
に

会
長
の
挨
拶
、
そ
し
て
「
イ
ラ
ッ

シ
ャ
イ
マ
セ
」
の
声
と
と
も
に

販
売
開
始
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
続
い
て
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
と
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

十
一
時
神
楽
が
始
ま
り
、
神
楽
保

存
会
六
団
体
に
よ
る
笛
や
太
鼓
の

音
、
と
て
も
ス
バ
ラ
シ
イ
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
広
カ
ワ
団

と
い
う
若
い
女
の
子
の
グ
ル
ー
プ

の
歌
で
ス
テ
ー
ジ
の
催
し
物
は
全

て
終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
。
三
時

頃
餅
ま
き
な
ら
ぬ
パ
ン
ま
き
を
会

長
他
五
人
で
ス
テ
ー
ジ
の
上
か
ら

気
持
ち
よ
く
ま
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
観
客
は
三
百
人
ほ
ど
で
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

販
売
の
方
は
餅
、
野
菜
は
完
売
。
お
米
が
少
し
残
り
ま
し

た
。
私
と
し
て
は
満
足
の
出
来
る
産
直
市
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。

女
性
部
、
青
年
部
そ
し
て
商
業
部
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

記
事　

商
業
部
部
長　

池
本 

年
文

工
業
部
報
告
　
　
　
工
業
部
部
長
　
山
本 

靖
則

　

企
業
訪
問

企　

業　

名
…
食
協
株
式
会
社
（
深
川
精
米
工
場
）

所　

在　

地
…
広
島
市
安
佐
北
区
深
川
一
―
一
〇
―
二
八

訪　

問　

日
…
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
（
火
）

こ
の
度
、
参
加
者
一
〇
名
で
食
協
㈱
深
川
精
米
工
場
に
お

伺
い
し
て
松
本
工
場
長
よ
り
、
約
一
時
間
、
精
米
工
場
に
つ

い
て
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

衛
生
管
理
の
為
、
特
殊
な
服
等
を
着
用
し
、
松
本
工
場
長

の
ご
説
明
を
聞
き
な
が
ら
精
米
工
場
の
施
設
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

取
引
先
に
は
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
の
中
国
地
方
エ
リ
ア
や
大

手
量
販
店
・
広
島
市

や
東
広
島
市
の
学
校

給
食
な
ど
が
あ
り
、

一
日
当
た
り
一
〇
〇

ト
ン
の
生
産
を
行
な

っ
て
い
る
と
の
事
で

す
。工

場
内
は
防
諜
ネ

ッ
ト
が
張
ら
れ
、
日

本
各
地
か
ら
仕
入
れ

た
玄
米
を
東
日
本
大

震
災
以
来
、
放
射
線

測
定
器
で
放
射
線
を

計
り
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
原
料
の
履
歴

が
わ
か
る
よ
う
に
保
管
し
、
倉
庫
内
の
温
度
を
十
二
度
プ
ラ

ス
二
度
前
後
で
管
理
さ
れ
た
お
米
を
使
用
し
て
い
る
と
の
事

で
す
。

仕
入
れ
た
お
米
は
、
特
殊
な
機
械
に
よ
り
精
米
の
ラ
イ
ン

に
乗
せ
、
精
米
機
・
選
別
機
・
検
査
機
な
ど
を
湿
度
管
理
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ま
ち
づ
く
り
・
新
事
業
策
定
委
員
会
報
告

	

　
委
員
長
　
水
口 

弘
士
　

　

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

　
　
　
　

由
井
教
授
と
の
意
見
交
換
会

九
月
二
十
四
日
（
火
）
高
陽
町
の
活
性
化
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
広
大
付
属
小
学
校
校
長
由
井
先
生
（
兼
：
広
島
大

学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
教
授
）
を
、
ま

ち
づ
く
り
水
口
委
員

長
を
は
じ
め
六
名
が

た
ず
ね
て
、
お
話
を

き
き
ま
し
た
。

県
公
社
岡
崎
様
か

ら
の
依
頼
で
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
や
高
陽
町
の

活
性
化
の
方
法
な
ど
、

空
き
家
が
多
く
こ
の

ま
ま
だ
と
ゴ
ー
ス
ト

タ
ウ
ン
に
な
り
か
ね

な
い
、
道
路
整
備
も
な
い
な
ど
、
町
を
生
か
す
相
談
を
受
け

て
い
る
。

同
じ
広
大
の
藤
原
先
生
が
、
安
佐
南
区
は
個
別
の
団
地
が

独
立
し
て
点
在
し
て
い
る
の
を
交
通
で
つ
な
ぐ
、
多
極
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
バ
ス
を
巡
回
さ
せ
て
団
地
と

団
地
を
つ
な
ぐ
提
案
な
ど
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
の
で
は
。

住
宅
で
年
に
六
十
件
も
の
中
古
物
件
が
あ
り
、
こ
の
物
件

の
活
用
方
法
を
生
か
す
知
恵
を
出
す
必
要
が
あ
り
、
サ
ニ
ー

コ
ー
ト
入
居
で
は
、
家
を
担
保
し
て
今
後
の
入
所
計
画
が
立

て
る
よ
う
に
す
る
な
ど
・
・
・

中
古
物
件
を
流
通
さ
せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
物
も
人
も
動

き
が
出
て
き
て
活
気
が
で
る
。

古
い
家
は
人
気
が
な
い
た
め
そ
の
ま
ま
で
は
売
れ
な
い
、

改
良
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
住
宅
と
し
て
新
た
に
売
り
出
す
。
金

融
機
関
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
、
よ
り
流
通
を
活
発
化

す
る
よ
う
努
力
す
る
。

崩
壊
し
た
家
は
近
所
に
迷
惑
に
な
る
。
不
法
侵
入
者
が
出

入
り
し
、
火
事
な
ど
が
起
き
か
ね
な
い
。
ま
た
、
犯
罪
に
も

影
響
が
多
い
な
ど
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

高
須
台
で
は
、
循
環
型
バ
ス
を
運
営
し
て
い
る
。
市
が
つ

く
れ
ば
、投
資
効
果
は
大
き
い
、芸
備
線
の
活
用
も
そ
の
一
つ
。

高
陽
の
場
合
、
子
育
て
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
活
性
化
の

一
つ
に
考
え
ら
れ
る
。
環
境
が
整
え
ば
十
％
が
奥
さ
ん
方
の

実
家
に
戻
っ
て
く
る
デ
ー
タ
も
あ
り
、
五
十
代
の
親
の
多
い

高
陽
な
ら
、
孫
育
て
の
場
所
づ
く
り
な
ど
で
、
高
齢
者
と
子

供
の
ふ
れ
あ
い
で
高
齢
者
も
元
気
に
な
り
、
子
供
も
情
緒
教

育
に
も
な
り
、
不
登
校
な
ど
の
改
善
に
な
る
。
子
育
て
の
環

境
が
整
え
ば
お
母
さ
ん
方
は
行
動
範
囲
が
広
く
、
友
が
友
を

呼
び
集
ま
っ
て
く
る
。

子
育
て
の
町
、
道
路
へ
の
投
資
、
交
通
問
題
な
ど
。

子
育
て
の
町
づ
く
り
は
単
発
で
な
く
、
住
民
に
よ
る
町
づ

く
り
の
仕
組
み
と
し
て
、
補
助
金
を
出
し
教
育
を
テ
ー
マ
に

し
て
総
合
的
に
考
え
る
。
主
婦
の
人
で
運
転
免
許
の
あ
る
人

な
ど
活
用
す
る
な
ど
。

広
大
の
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
協
力

し
ま
す
。

他
に
も
、
交
通
を
多
く
考
え
て
い
る
真
野
先
生
の
団
地
の

街
づ
く
り
、
社
会
学
の
先
生
の
団
地
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
あ
り
ま
す
。

東
イ
ン
タ
ー
と
の
接
続
な
ど
。

三
鷹
で
は
そ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス

に
な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
仕
組
み
と
し
て
続
け
る
こ
と

な
ど
の
参
考
に
な
る
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
水
口
委
員
長
が
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

全
体
の
力
を
出
す
方
法
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」
と

い
う
こ
と
で
閉
め
ら
れ
た
。

記
事　

ま
ち
づ
く
り
・
新
事
業
策
定
委
員
会　

加
藤 
義
都

　

会
員
親
睦
日
帰
り
旅
行

今
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
・
新
事
業
策
定
委
員
会
が
担
当

し
、
高
陽
町
商
工
会
と
、
広
島
北
法
人
会
と
共
催
に
よ
り
、

十
一
月
九
日
（
土
）
会
員
親
睦
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
く
も
り
な
が
ら
も
絶
好
の
旅
行
日
よ
り
、
二

台
の
バ
ス
に
総
勢
六
十
七
名
が
分
乗
。
一
台
は
、
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
白
木
井
原
店
を
七
時
十
分
に
、
一
台
は
、
中
小
田
バ

ス
停
前
を
七
時
四
十
分
に
出
発
、
高
陽
公
民
館
に
て
合
流
し
、

い
よ
い
よ
一
路
姫
路
へ
。
広
島
東
イ
ン
タ
ー
か
ら
山
陽
自
動

車
道
へ
乗
り
入
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
バ
ス
で
出
発

式
。
一
号
車
で
は
、
大

下
商
工
会
長
か
ら
、
二

号
車
で
は
、
広
島
北
法

人
会
高
陽
支
部
大
前
支

部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

出
発
式
終
了
後
は
、
飲

み
物
を
配
り
次
第
に
車

中
は
賑
や
か
に
、
今
回

は
、
法
人
会
と
の
共
催

の
た
め
、
車
中
に
て
ビ

デ
オ
研
修
を
実
施
。
税

務
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

午
前
二
本
、
午
後
一
本

上
映
し
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
の
一
つ

目
の
目
的
「
グ
ル
メ
」

姫
路
市
灘
菊
酒
造
に
は
、

四
十
五
分
遅
れ
の
十
一

時
四
十
五
分
頃
到
着
、

酒
蔵
を
見
学
し
た
の
ち
、

酒
蔵
二
階
に
て
昼
食
会
。
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高
陽
町
商
工
会
と
法
人
会
高
陽
支
部
両
会
を
代
表
し
大
下
商

工
会
長
の
あ
い
さ
つ
と
乾
杯
で
始
ま
り
引
き
続
き
大
前
支
部

長
の
あ
い
さ
つ
、
暫
く
し
て
参
加
職
員
の
自
己
紹
介
を
行
い
、

和
や
か
な
中
で
、
皆
さ
ん
お
酒
に
よ
く
合
う
料
理
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
い
よ
い
よ
今
回
の
旅
行
の
二
つ
目
の
目
的
、

「
姫
路
城
」
の
見
学
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
最
盛

期
と
改
修
工
事
の
終
了
を
控
え
、
会
場
入
口
に
は
、
長
蛇
の

列
、
な
ん
と
七
十
五
分
待
ち
の
状
態
。
蔽
い
の
か
か
っ
た
天

守
閣
を
恨
め
し
く
眺
め
、
姫
路
城
の
見
学
は
終
了
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
路
広
島
へ
、
高
陽
が
間
近
に
な
っ
て
渋
滞
に

巻
き
込
ま
れ
、高
陽
到
着
は
、一
時
間
遅
れ
の
十
九
時
で
し
た
。

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

会
員
親
睦
日
帰
り
旅
行
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
こ
と
感
謝
致

し
ま
す
。

記
事　

事
務
局
担
当　

山
﨑 

祐
輔

女
性
部
報
告	

　
　
女
性
部
部
長
　
大
瀬
戸 
紫
苑
子

　

い
つ
や
る
の
？
今
で
し
ょ
！
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

　

に
第
五
回
女
性
部
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

女
性
部
で
は
、
地
元
定
住

支
援
対
策
事
業
と
位
置
付
け

て
、
今
回
で
五
回
目
と
な
る
婚

活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
、
去
る
七
月

二
十
八
日
（
日
）
高
陽
町
商
工

会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
男
女
合
わ
せ
て

五
十
七
名
が
参
加
。
遠
く
は
京

都
府
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
今
回
は
、
地
域
の
自

治
会
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
回
覧
板
に
よ
る
広
報
が
功

を
奏
し
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
男
女
そ
れ
ぞ
れ
二
十
名
を
越

え
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
め
で
た
く
六
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
成
立
。
是
非
結
婚
ま
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
て
欲
し
い
と
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
二
部
屋
に
分
か
れ
赤
﨑
・
坂

井
両
コ
―
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
基
本
マ
ナ
ー
や
心
構
え
を
レ
ク

チ
ャ
ー
、
そ
の
後
、
男
性
陣
が
待
つ
会
場
に
女
性
陣
が
入
場

す
る
ス
タ
イ
ル
を
取
り
ま
し
た
。
自
己
紹
介
を
兼
ね
た
ミ
ニ

ト
ー
キ
ン
グ
か
ら
開
始
。
気
に
入
っ
た
人
が
い
れ
ば
、
メ
モ

を
と
る
人
や
、
お
目
当
て
の
人
と
お
互
い
に
談
笑
。
そ
の
後

は
軽
食
を
交
え
、
楽
し
く
ト
ー
キ
ン
グ
を
し
た
後
に
、
各
自

希
望
者
を
書
い
て
貰
い
事
務
局
が
集
計
。
結
果
、
め
で
た
く

六
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
。
こ
れ
か
ら
は
、
二
人
で
ド
ラ
マ

を
つ
く
り
、
成
就
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

記
事　

女
性
部
副
部
長　

平
田 

ミ
チ
エ

親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
県
大
会

第
二
十
八
回
親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
県
大
会
が
、
去

る
十
月
二
十
五
日
（
金
）　

広
島
県
立
総
合
体
育
館
小
ア

リ
ー
ナ
に
て
開
催
さ
れ
、
高

陽
町
商
工
会
女
性
部
は
、
昨

年
の
三
位
か
ら
順
位
を
上

げ
、
第
二
位
に
躍
進
し
ま
し

た
。当

日
は
、
県
内
の
商
工
会

女
性
部
か
ら
本
大
会
、
シ
ニ

ア
大
会
併
せ
て
十
七
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
大
会
の
チ
ー
ム
は
、
予
選
リ
ー
グ
二
試

合
の
結
果
一
勝
一
敗
の
成
績
に
て
決
勝
リ
ー
グ
へ
進
出
。
決

勝
リ
ー
グ
で
も
一
勝
一
敗
の
成
績
に
よ
り
準
優
勝
。
日
頃
の

練
習
の
成
果
が
プ
レ
ー
に
表
れ
、
レ
シ
ー
ブ
・
ア
タ
ッ
ク
・

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
見
事
な
連
係
プ
レ
ー
に
て
次
々
と
得
点
を
重

ね
ま
し
た
。

一
方
、
シ
ニ
ア
大
会
の
チ

ー
ム
は
、
予
選
リ
ー
グ
二
試

合
を
全
勝
し
決
勝
リ
ー
グ

へ
の
切
符
を
掛
け
た
順
位

決
定
戦
で
今
回
の
優
勝
チ

ー
ム
と
あ
た
り
惜
し
く
も

決
勝
リ
ー
グ
へ
の
進
出
は

果
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年

こ
そ
は
、
ダ
ブ
ル
入
賞
を
め

ざ
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
身
体
を
動

か
し
体
力
づ
く
り
に
、
ま
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
バ
レ
ー
を
続
け
て
行
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
是
非
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　

記
事　

女
性
部
部
長　

大
瀬
戸 

紫
苑
子

高
陽
町
商
工
会
女
性
部
日
帰
り
研
修
旅
行
の
実
施

高
陽
町
商
工
会
女
性
部
で
は
、
十
一
月
十
六
日
（
土
）
部

員
等
三
十
一
名
の
参
加
に
よ
り
日
帰
り
研
修
旅
行
を
実
施
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
七
時
十
五
分
白
木
町
片
村
医

院
前
を
出
発
、定
め
ら
れ
た
乗
車
場
所
か
ら
順
次
乗
り
込
み
、

八
時
十
五
分
下
岩
の
上
で
全
員

乗
車
完
了
。
一
路
三
原
市
㈱
み

ど
り
商
会
へ
。今
回
の
研
修
は
、

女
性
部
が
取
り
組
ん
で
い
る「
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
事
業
の
処
理

工
場
視
察
」
で
す
。
定
刻
に
㈱

み
ど
り
商
会
へ
到
着
し
、
早
速

研
修
会
に
移
り
ま
し
た
。

社
長
の
作
田
佳
史
氏
か
ら
取

組
み
を
始
め
た
経
緯
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
を
説
明
さ
れ
、
当
社

で
は
、
回
収
し
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
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プ
を
検
品
、
粉
砕
、
金
属
検
査
、
そ
し
て
メ
ー
カ
ー
へ
出
荷

す
る
流
れ
を
説
明
、
そ
の
樹
脂
の
販
売
益
を
寄
付
し
ワ
ク
チ

ン
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
取
組
み
は
、
本
来
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
ゴ
ミ
の
減
量

な
ど
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
強
調
。
説
明
終
了
後

は
、
実
際
に
工
場
内
へ
入
り
、
集
荷
さ
れ
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

や
粉
砕
機
、
金
属
探
知
機
な
ど
見
学
し
視
察
の
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
一
路
岡
山
県
倉
敷
市
下
津
井
の
鷲
羽
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
備
前
屋
甲
子
に
移
動
し
昼
食
会
、
歌
あ
り
踊
り
あ
り

の
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
塩
田
王
「
野
崎
家
」
の
立
派
な
屋
敷
と
庭
を
見
学
、
最

後
は
、
児
島
港
「
ふ
ゅ
ー
ち
ゃ
ー
」
に
よ
っ
て
買
物
後
高
陽

町
へ
と
帰
り
ま
し
た
。「
楽
し
く
な
く
ち
ゃ
ー
女
性
部
じ
ゃ

な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
こ
れ
か
ら
も
更
に
楽
し
い
女
性
部
を

め
ざ
し
ま
す
。

記
事　

女
性
部
副
部
長　

原
田 
美
佐
子

青
年
部
報
告
　
　
　	

青
年
部
部
長
　
松
下
　
仁

安
佐
地
区
商
工
会
青
年
部
親
睦
事
業

十
月
三
日
（
木
）
広
島
パ
ー
ク

レ
ー
ン
に
て
安
佐
地
区
商
工
会
青

年
部
親
睦
事
業
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
四
十
二
名
の
参
加
者
で
、
ラ
ン

ダ
ム
に
組
分
け
さ
れ
た
チ
ー
ム
で

競
い
合
い
沼
田
町
商
工
会
の
山
崎

さ
ん
が
二
ゲ
ー
ム
合
計
ス
コ
ア

三
八
〇
で
優
勝
し
ま
し
た
。

高
陽
町
か
ら
は
七
名
の
参
加
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
賞

を
も
ら
っ
た
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
で
し
た
が
、
安
佐
地
区
の
青
年
部
員
と
の
親
睦
が

は
か
れ
て
有
意
義
な
一
時
で
し
た
。

　

記
事　

青
年
部
厚
生
委
員
長　
　

江
川 

卓
也

県
青
連
主
催
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日
（
木
）
広
島
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
リ
ー
ジ
ャ
ス
ク
レ
ス
ト
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ　

グ
ラ
ン
ド
コ
ー
ス
に
て
参
加
者
百
二
十
四
名
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
部
長
を
始
め
四
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
、
朝
は
少
し
雨
模
様
で
肌
寒
い
感
じ
で
し
た
が
、
次

第
に
天
候
は
良
く
な
り
気
持
ち
良
く
ゴ
ル
フ
が
で
き
ま
し
た
。

結
果
は
、
高
陽
か
ら
は
グ
ロ
ス
の
部
で
一
位
の
成
績
の
部

員
が
で
ま
し
た
。
団
体
戦
に
お
い
て
は
、
高
陽
町
が
所
属
す

る
芸
北
地
域
協
議
会
が
優
勝
致
し
ま
し
た
。

自
分
の
ス
コ
ア
は
さ
て
お
い
て
、
色
々
な
地
区
の
青
年
部

の
方
々
と
交
流
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
く
ゴ
ル
フ
が
で
き
ま

し
た
。

　

記
事　

青
年
部
副
部
長　

上
田 

晃
三

　

青
年
部
新
入
部
員
歓
迎
会

十
月
十
日
（
木
）
青
年
部

新
入
部
員
歓
迎
会
を
行
い
ま

し
た
。
六
月
か
ら
九
月
ま
で

の
期
間
で
新
入
部
員
増
強
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

様
、
役
員
の
皆
様
、
女
性
部

の
皆
様
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
の
皆

様
、
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
十
七
名
の
新
入

部
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

当
日
は
定
例
会
終
了
後
、

高
陽
町
商
工
会
館
二
階
に
て
歓
迎
会
＆
名
刺
交
換
会
。
新
入

部
員
含
め
て
二
十
二
名
の
参
加
で
し
た
。

増
強
前
の
定
例
会
は
十
名
ほ
ど
で
行
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
が
、
二
十
名
を
超
え
る
と
会
議
も
す
ご
く
活
気
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

現
在
青
年
部
は
四
十
二
名

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
青
年
部

は
高
陽
町
、
白
木
町
の
い
ろ

ん
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
、
ま
た
若
手
経
営
者
と
し

て
の
勉
強
も
み
ん
な
で
し
っ

か
り
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
の
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
の
ご
協
力
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

記
事　

青
年
部
部
長　
　

松
下 　

仁

　

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

十
二
月
一
日
（
日
）
文
教
女
子
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
に

て
、
商
工
会
青
年
部
V
S
文
教
女
子
大
学
教
職
員
チ
ー
ム
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
二
試
合
行
っ
た
う

ち
、
一
試
合
目
は
五
対
〇
で
ま
さ
か
の
完
封
負
け
・
・
・
。

二
試
合
目
は
、
セ
ン
タ
ー
滝
口
氏
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
、
そ
し
て
私
の
柵
越
え
ホ
ー
ム
ラ

ン
な
ど
一
試
合
目
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
体
も
ほ
ぐ
れ
、
動

き
も
思
い
だ
し
た
の
か
別
チ
ー
ム
の
よ
う
な
溌
溂
と
し
た
プ

レ
ー
で
四
対
二
で
勝
利
し
ま
し
た
。

十
二
月
と
は
い
え
、
厳
し
い
冷
え
込
み
、
け
が
や
ト
ラ
ブ

ル
も
無
く
終
え
ら
れ
、
部
員
間
の
親
睦
も
深
め
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

来
る
べ
き
県
青
連
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
む
け
て
、
さ
ら

に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

記
事　

青
年
部
副
部
長　

葉
畑 

伸
一
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第
二
回
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
を
開
催

平
成
二
十
五
年
七
月

十
一
日
（
木
）
に
第
二

回
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会

を
商
工
会
館
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
平
成

二
十
三
年
の
十
一
月
に

発
足
し
た
青
年
部
Ｏ
Ｂ

会
も
二
年
が
経
ち
ま
し

た
。当

日
は
第
一
号
議
案

で
役
員
任
期
を
一
年
か

ら
親
商
工
会
の
役
員
、

青
年
部
役
員
に
合
わ
せ

三
年
と
し
ま
し
た
。
第

二
号
議
案
で
は
役
員
選

出
を
行
い
、
副
会
長
と

し
て
江
川
寛
さ
ん
が
指

名
さ
れ
ま
し
た
。
第
三

号
議
案
で
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
て
頂
い
た
青
年

部
の
松
下
部
長
か
ら
「
青
年
部
活
動
報
告
と
部
員
増
強
に
つ

い
て
」
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
出
席
者
全
員
で

記
念
写
真
を
撮
り
、
懇
親
会
を
開
催
し
て
昔
話
や
青
年
部
Ｏ

Ｂ
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

青
年
部
O
B
会
規
約
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
青
年
部
Ｏ

Ｂ
会
は
「
自
己
の
資
質
向
上
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

と
共
に
、
青
年
部
在
部
中
に
得
た
知
識
と
経
験
を
基
に
、
高

陽
・
白
木
地
区
商
工
業
の
振
興
発
展
及
び
青
年
部
活
動
に
寄

与
す
べ
き
提
言
、
協
力
を
行
う
こ
と
」
を
目
的
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
か
つ
て
青
年
部
と
し
て
活
躍
し
、
経
験
豊
富
な
Ｏ

Ｂ
と
し
て
商
工
会
青
年
部
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
温
か
く
見
守
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

青
年
部
Ｏ
Ｂ
会　

会
長　

増
井 

克
志

事
務
局
報
告
　	

　
事
務
局
長
　
堂
脇 

成
人

　

平
成
二
十
五
年
度
法
律
セ
ミ
ナ
ー
並
び
に

　
　

個
別
法
律
相
談
会
開
催

高
陽
町
商
工
会
で
は
、
去
る
七
月
二
十
四
日
（
水
）、
高

陽
町
商
工
会
館
に
お
い
て
、
法
律
セ
ミ
ナ
ー
及
び
個
別
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
中
セ
ミ
ナ
ー
、
午
後
は
個
別
相
談
会
と
し

て
、
講
師
に
は
、
本
会
顧
問
弁
護
士
の
秦
清
弁
護
士
を
招
聘
、

セ
ミ
ナ
ー
は
、「
売
掛
債
権
の
回
収
方
法
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、売
掛
債
権
の
回
収
に
つ
い
て
、一
．
確
定
判
決
、

二
．
民
事
調
停
、
三
．
支
払
督
促
、
四
．
少
額
訴
訟
、　

五
．

公
正
証
書
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
詳
し
く
述
べ
、
最
後
に
契
約

書
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
の
個
別
法
律
相
談
会
に
は
、
四
事
業
者

の
方
が
参
加
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
相
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

記
事　

事
務
局　

山
﨑 

祐
輔

　

平
成
二
十
五
年
度 

安
佐
地
区
商
工
会

　
　
　

 
理
容
業
共
同
講
習
会
を
開
催

日  　

時
…
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
九
日
（
月
）

場  　

所
…
安
佐
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ル

主　

  

幹
…
広
島
安
佐
商
工
会

参 

加 

者
…
五
十
名
（
総
数
）

今
年
度
も
、
安
佐
地
区
商
工
会
の
理
容
業
共
同
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
安
佐
地
区
五
商
工
会
と
理
容
業
組
合
が

共
同
で
開
催
す
る
も
の
で
、
第
一
部
は
、
小
笹
先
生
に
ポ
ー

ラ
ス
ヘ
ア
ー
の
ス
ト
レ
ー
ト
・
薬
剤
の
選
び
方
及
び
添
付
の

仕
方
な
ど
を
、
第
二
部
は
、
田
浦
・
川
瀬
・
落
合
教
育
委
員

よ
り
各
メ
ー
カ
ー
の
薬
剤
の
染
ま
り
方
や
色
の
違
い
・
白
髪

の
染
ま
り
方
を
、
第
三
部
は
、

若
山
先
生
よ
り
ス
テ
ム
の
違

い
で
パ
ー
マ
の
掛
か
り
方
の

違
い
に
つ
い
て
、
第
四
部
は
、

川
崎
教
育
委
員
よ
り
今
ま
で

に
な
い
六
角
形
の
ア
イ
ロ
ン

パ
ー
マ
を
使
用
し
た
ソ
フ
ト

な
パ
ー
マ
の
掛
け
方
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
技
術
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
と

て
も
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
卓
越
し
た
技

術
に
興
味
深
く
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

記
事　

事
務
局　

大
原  

弘
典

　
ネ
ッ
ト 

d
e 

記
帳
セ
ミ
ナ
ー

商
工
会
の
経
理
・
決
算
シ
ス
テ
ム

『
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
セ
ミ
ナ
ー
』
を

十
月
三
日
（
木
）
に
高
陽
町
商
工
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
平
成

二
十
六
年
四
月
か
ら
の
消
費
税
改
正

の
説
明
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
シ
ス

テ
ム
の
説
明
を
中
心
に
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

既
に
『
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
』
を
利

用
中
の
事
業
所
と
新
た
に
利
用
を
考

え
て
お
ら
れ
る
事
業
所
の
代
表
者
や

経
理
担
当
者
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
会
社
の
㈱

パ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
の
担
当
者
か
ら
消
費

税
改
正
と
そ
れ
に
伴
う
注
意
点
等
の

説
明
と
実
際
の
入
力
方
法
に
つ
い
て

二
時
間
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
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オ
ン
ラ
イ
ン
で
デ
ー
タ
を
管
理
し
て
、
税
法
改
正
に
も
対

応
し
た
“
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
ど
こ
か
ら
で
も
”
入
力

出
来
る
商
工
会
の
『
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
』
を
会
員
の
皆
さ
ま

に
お
勧
め
し
て
ま
す
。

記
事　

事
務
局　

熊
谷 

典
行

　
消
費
税
増
税
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

高
陽
町
商
工
会
で
は
、
十
月
十
日
（
木
）
高
陽
町
商
工
会

館
に
お
い
て
、
来
年
四
月
一

日
の
消
費
税
増
税
に
対
応
す

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
講
師
に
顧
問
税

理
士
の
古
田
英
路
氏
を
招
聘

し
、
消
費
税
に
つ
い
て
、
導

入
か
ら
現
在
ま
で
の
経
緯
、

そ
し
て
増
税
の
背
景
等
順
に

説
明
さ
れ
、
価
格
表
示
や
経

過
措
置
に
つ
い
て
は
特
に
詳

し
く
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
改
正
消
費
税
の
説
明

後
は
、
最
近
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
相
続
税
の
改
正
点
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

一
月
以
降
は
、
消
費
税
増

税
対
策
の
個
別
相
談
会
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
是
非
と
も

商
工
会
か
ら
の
Ｄ
Ｍ
を
注
視

し
て
く
だ
さ
い
。

記
事　

事
務
局　

山
﨑 

祐
輔

　
平
成
二
十
五
年
度 

集
団
健
康
診
断
を
開
催

日　

  

時
…
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
二
日
（
火
）

場　

  

所
…
高
陽
町
商
工
会
館

参 

加 

者
…
二
五
四
名

毎
年
恒
例
の
「
集
団
健

康
診
断
」
を
メ
デ
ィ
ッ
ク

ス
広
島
の
方
に
来
局
い
た

だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
事
業
所
数

六
十
七
事
業
所
・
参
加
人

数
二
五
四
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
法
で
は

事
業
主
に
対
し
て
健
康
診

断
は
、
従
業
員
が
い
れ
ば

一
年
に
一
回
は
受
診
を
義
務
づ
け
て
あ
り
、
会
員
の
皆
様
の

利
便
性
・
時
間
短
縮
等
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と

始
ま
っ
た
事
業
で
す
。

集
団
検
診
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
の

予
定
で
し
た
が
、
八
時
過
ぎ
か
ら
受
診
の
方
が
来
ら
れ
始
め

て
も
、
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
広
島
の
方
は
快
く
応
対
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

商
工
会
館
は
診
察
室
と
化
し
て
、
駐
車
場
も
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
昼
前
か
ら
は
徐
々
に
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。

商
工
貯
蓄
共
済
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
は
助
成

金
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
多
く
の
会
員
さ
ん
に
集

団
検
診
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

記
事　

事
務
局　

大
原 

弘
典

　

安
佐
地
区
共
同
講
習
会

　

平
成
二
十
五
年
度
飲
食
業
共
同
講
習
会
開
催

広
島
県
飲
食
業
生
活
衛

生
同
業
組
合
安
佐
支
部
で

は
、
安
佐
地
区
の
商
工
会

と
協
力
し
、
十
月
二
十
九

日
（
火
）
高
陽
町
商
工
会

館
に
お
い
て
、
飲
食
業
共

同
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。ま

ず
、
最
初
に
ダ
ス
キ

ン
ク
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
と

題
し
て
、
ダ
ス
キ
ン
の
講

師
が
、
エ
ア
コ
ン
の
掃
除

方
法
に
つ
い
て
実
演
を
交

え
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
次
に
い
よ
い
よ

料
理
講
習
会
、
永
安
紀
雄

さ
ん
「
割
烹
乙
斗
精
」（
高

陽
町
商
工
会
員
）、
と
浅
田

克
也
さ
ん「
割
烹
一
膳
」（
可

部
）
が
講
師
と
な
り
、「
さ

ん
ま
の
き
の
こ
ホ
イ
ル
焼

き
と
牛
丼
」
を
永
安
紀
雄

さ
ん
が
、「
天
ぷ
ら
＆
揚
げ

も
の
い
ろ
い
ろ
」
を
浅
田

克
也
さ
ん
が
実
演
を
し
ま
し
た
。
短
時
間
で
た
く
さ
ん
の
量

を
見
栄
え
良
く
作
る
の
は
、
流
石
プ
ロ
の
料
理
人
、
裏
技
も

交
え
な
が
ら
和
や
か
に
進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
参
加

者
全
員
で
お
い
し
い
料
理
を
試
食
し
講
習
会
を
終
了
し
た
。

例
年
に
比
べ
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
す
。

記
事　

事
務
局　

山
﨑 

祐
輔
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事 業 所 名 地 区 名 代 表 者 業 種

新山正幸 深 川 精米

スマイル白木
リサイクルセンター 志 屋 平岡　孝昭 再生土製造・販売

石崎雪美 口 田 東 美容業

タイヤＳＨＯＰ
トレジャーワン 高 南 寶﨑　伸一 タイヤ販売、取付

㈲星辰 落 合 東 佐田国　勇 理容業

生協ひろしま　
コープ高陽 口 田 東 伊藤　照高 各種食料品小売業

㈱空調サービス 口 田 阿部　貴志 管工事業

杉塗装 真 亀 杉　　晃男 塗装工事業

西見塗装 真 亀 西見　啓志 塗装工

広伸運輸㈱ 口 田 東 實光　敏美 貨物運送業

㈲うえおかプレス販売 深 川 上岡　正則 新聞販売

不動産業　
ロイヤルシティ 地 区 外 松村千恵美 不動産業

山川浩司 真 亀 医療器販売

喫茶　ふじおか 深 川 藤岡　邦明 喫茶店

（特非）よもぎのアトリエ 亀 崎 室本けい子 飲食業

アトリエはに 落 合 東 加藤　俊夫 陶芸教室・
陶芸品販売

事 業 所 名 地 区 名 代 表 者 業 種
リペアサービス　
アット 深 川 阿波村勝義 内装工事

丸木屋 落 合 丸木　順夫 食品販売（杵つき餅）

うちの里 倉 掛 野﨑　捷弘 パン・菓子製造販売

真心料理　
よりどころ 深 川 奥田　　翔 飲食店（居酒屋）

渡辺デザイン事務所 倉 掛 渡辺　哲司 デザイン、
ＷＥＢ制作

ＰＲＥＳＳ－
ＷＯＲＬＤ 口 田 東 杉岡　栄次 飲食業

味屋 口 田 東 尾崎　信一 お好み焼き、
ホルモン

はな凛 亀 崎 森國　智昭 生花小売業

アイ・エステート 倉 掛 下岡　政登 不動産・サービス業

溝手直幸 三 田 電気供給業

特別養護老人ホーム　
ゆたか園 小 河 原 西丸　将史 介護保険施設・

事業所

吉田工務店 口 田 東 吉田　大輔 建築業

田島不動産 狩 留 家 田島　勝司 不動産業

ＳＵＨＡＲＵ　ＮＥＴ 高 南 平岡　順子 縫製帆布

カナヤ 狩 留 家 金谷　晃一 金融商品・
派生商品売買等

はげまし処　びんぼう 地 区 外 鴨木　紀子 飲食業
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商
工
会
年
会
費
の
改
正
に
つ
い
て

高
陽
町
商
工
会
で
は
、
去
る
五
月
十
六
日
の
第

五
十
三
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
本
商
工
会
運
営

規
約
の
一
部
改
正
（
案
）
を
提
案
し
承
認
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
度
の
改
正
は
、
一
般
会
費
（
個
人
・
法
人
）

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
、〇
〇
〇
円
の
値
上
げ
を

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
改
正
の
理
由
は
、
事
務
局

長
の
設
置
費
に
か
か
る
、
県
の
補
助
金
の
維
持
を
図

る
た
め
で
す
。
事
務
局
長
の
設
置
基
準
に
は
、
昨
年

度
、
五
日
市
商
工
会
に
お
い
て
問
題
化
し
た
組
織
率

五
〇
％
以
上
と
と
も
に
、
平
均
会
費
一
一
、〇
〇
〇

円
以
上
と
言
う
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
本
会
の

平
均
会
費
の
状
況
は
、
平
成
二
十
四
年
度
末
現
在
、

一
一
、四
四
九
円
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
余
裕
の
な

い
状
態
と
言
え
ま
す
。
事
務
局
長
は
商
工
会
の
運
営

及
び
職
員
を
管
理
す
る
管
理
業
務
や
地
域
振
興
事
業

を
担
う
こ
と
に
よ
り
、
経
営
指
導
員
が
経
営
改
善
普

及
事
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
重
要
な
ポ

ス
ト
で
す
。
全
額
を
会
負
担
す
る
こ
と
は
、
最
終
的

に
は
会
員
の
皆
様
に
そ
の
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
商
工
会
で
は
、
今
回
会
員
の
皆
様

に
、
会
費
を
少
し
ず
つ
ご
負
担
願
い
、
県
の
事
務
局

長
設
置
費
補
助
金
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
最
良
の

方
法
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
の
会
費

値
上
げ
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
改
正
で
は
、
年
度

中
途
の
加
入
に
つ
い
て
の
取
り
扱
い
が
不
明
確
で
あ

っ
た
も
の
を
明
確
に
す
る
改
正
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
以
下
改
正
内
容
の
詳
細
を
表
記
し
ま
す
。

　

記
事　

事
務
局　

山
﨑 

祐
輔

 

改　正　前 改　正　後

一般会員
個　　人 １０，０００円

法　　人 １２，０００円

附　則
１． この規約の一部改正は、 平成２６年４月１日から

施行する。 　（平成２５年　５月１６日総代会決議）

２． 但し、 平成２５年度末において、 会員平均年会
費が、 １１，０００円を下回りそうな場合は、 平成
２５年度中に特別会費として値上げ分１，０００円を
徴収することとする。

一般会員
個　　人 １１，０００円

法　　人 １３，０００円

※年度中途、 加入会員の会費の取扱い

加　入　月
会員区分

( 個人 )

会員区分

( 法人 )

４月～６月 11,000 円 13,000 円

７月～９月 8,200 円 9,700 円

10 月～ 12 月 5,500 円 6,500 円

１月～３月 2,700 円 3,200 円

新入会員紹介（入会期間　25年 6月 6日～ 25 年 11 月 30 日　入会順）
ご入会あり

がとうございます。おかげ様で新しい仲間が増えました !!


